
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 福井県民のストレスと笑いの実態調査 

～ストレスタイプ別比較からの考察～ 
発表学会名 第 69回日本公衆衛生学会 
発表者名 健康長寿推進室 市川宏枝 

開催場所 アイリス愛知（名古屋市） 

発表日時 平成 22 年 9 月 30 日（木）～10 月 1 日(金) 

発表内容 福井県では、平成 19 年度から「笑いと健康」推進事業に取り組んでお
り、その一環として、県民のストレスと笑いについて実態調査を実施した。 
平成 21年 5月から 11月に開催された健康福祉センターや精神保健福祉
センターの研修会の参加者を対象に、質問紙による記述式のアンケート調

査を実施した。2,018 名からの回答のうち、性別とストレス判定可能な
1,843 名(男性 620 名、女性 1,223 名)分を有効回答とし、ストレス状態を
主観的なストレス感の有無と過剰ストレス状態によって、「過剰状態型」「敏

感型」「潜在型」「フリー型(ストレスなし)」に分けて基本属性を調べた。 
過剰状態型では、全体の 53.5%を占め、常勤や非常勤務者が多く、女性
の割合の方が有意に高かった。またどの年代も、このストレス状態の人が

多かった。その他、ストレスの原因やストレス解消法、笑いの頻度や意識

等について、タイプ別に特徴があるのか分析を行った。 
結果、ストレス感を自覚している人(「過剰状態型」や「敏感型」)の方
が、そうでない人(「潜在型」や「フリー型」)よりも、笑いを意識して取
り入れたり、ストレス解消行動をとろうとしていることが推察された。結

果として、ストレス感を自覚している人の方が、そうでない人よりも、過

剰ストレスを回避しやすいのではないかと考えられる。したがって、スト

レスチェックなどでストレスを自覚することは重要であり、とりわけ、日

常的にストレスという概念に慣れ親しんでいない、あるいはストレスを自

覚することに心理的抵抗が大きいといわれる男性や高齢者に対してストレ

スに関する情報の普及を図ることが重要と考えられる。同時に、日常生活

に笑いを意識し 1日 1回以上笑うことや、「家族団らん」「友人との会話」
など人と積極的にかかわること、「体を動かす」ことなど、笑いにつながる

行動をとることが、過剰ストレスを回避する効果的な方法として考えられ

た。 
 
 


